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廃棄物処理のながれ

Hitz日立造船は豊富な実績とラインナップから、お客様のご要望に応じた最適な廃棄物処理システムを提供しています。

また、ごみの完全燃焼システムや関連機器等の自動化、省力化を積極的に推進し、処理技術の信頼性を高めると同時に

排ガス・排水処理等の公害防止技術の開発を進め、安全・安心な環境を提供しています。

焼却灰、飛灰を電気により1,400℃以上の高温で加熱、溶融し
ます。
ダイオキシン類は高温で加熱することにより分解され、灰はガ
ラス状の固化物（スラグ）になります。
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排ガス中のばいじん、
ダイオキシン類を捕集します。

排ガス中の塩化水素、
硫黄酸化物を除去します。

排ガス中の窒素酸化物、
ダイオキシン類を触媒の
働きで分解します。

焼却炉に投入されたごみは、自動燃焼制御
により焼却されます。
燃焼ガス温度は850℃以上での滞留時間を
2秒以上確保し、ダイオキシン類の発生制御
を図っています。
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